
特別増大特集

今こそ知っておきたいこと、

COVID-19（新型コロナウイルス感染症）診療の最前線で、
「総合診療医」の役割がクローズアップされている。
今後は、常にCOVID-19を念頭に置いた診療が、
プライマリ・ケア外来、救急外来、そして一般病棟でも必須となるだろう。
COVID-19診療の基本を押さえつつ、
多様な総合診療の現場で、「今」どのような取り組みが求められているかを探る。
そして、「未来」の社会は、ヘルスケアシステムは、どう変わっていくのだろうか？
現在も続く「新型コロナウイルス・パンデミック」に、多彩な側面から光を当てる。
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企画│藤沼康樹│青木 眞

そして考えるべき未来

今月の Questions

Q1	発熱翌日に救急外来を受診した患者で胸部CTに異常がなければ、
	 COVID-19は除外してもよいか？  〉〉〉14
Q２	COVID-19の「治療」の原則は？  〉〉〉20
Q３	COVID-19の「院内感染対策」で最も重要なことは？  〉〉〉26
Q４	COVID-19では、どのような「メンタルヘルス」の問題が生じるか？  〉〉〉30
Q５「文学」と「病い」は関連するのか？  〉〉〉69
Q６	医療施設での「面会」をオンラインに変えることで、何が不可能になっているのか？  〉〉〉74
Q７	COVID-19は、「地域」や「社会」に影響を与えるか？  〉〉〉78
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